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インターンシップ制度の導入

ANAではインターンシップ制度を導入し、学生の方々に空港

サービスの職場体験、実践を通して、「働く」イメージづくりの

場を提供しています。今後も積極的に機会の拡充を図っていき

ます。

社員とのコミュニケーション

ES（Employee Satisfaction）向上に向けて

2007年度の社員満足度調査（ES調査）では、回答率91%、

グループ55社、約25,000人の社員が参画しました。社員が、

明るく元気にいきいきと活躍することが、企業の成長と顧客満

足に繋がると考え、これからも働きがいのある職場づくりに向け

取り組んでいきます。

経営トップとのダイレクトトーク

ANAグループは、経営トップと現場で働く社員との直接対話

を積極的に進めてきました。経営環境やANAグループが目指

すものを、経営トップが自分の言葉で直接語り、社員は現場の

状況や問題点を経営トップに直接伝え、双方向のコミュニ

ケーションによって経営と現場の距離を縮めています。

ANAバーチャルハリウッド

ANAバーチャルハリウッドは、お客様のために既成概念にと

らわれない大胆な発想によるANAグループ社員のアイデアを

掘り起こすことを目的に、2004年度にスタートしました。

これは、3万人以上のANAグループ社員が、日常業務では

知り合う機会がないと考えられるメンバー同士で協力し、ANA

グループがアジアNo.1を達成・持続させるためのシナリオを役

員に提案する

制度です。こ

れまでに29社

から約400名

のグループ社員が活動に参加し、4回目を迎えた2008年度は、

21名のディレクター（提案者）がのべ約100名のメンバー（協

力者）とともに活動を進めています。

安全衛生への取り組み

「社員の安全と健康の確保、快適な職場環境の形成は、企業

活動の基盤である」との認識の下、全国の事業所に設置した安

全衛生委員会を中心に、各事業所で自主的な活動を展開して

います。

ANAグループでは、生活習慣病予防とメンタルヘルス対策

のために、社員自身の意識改革やそれに伴う行動の変容が重

要であると考え、セミナーやウォークラリー、健康講話を各地で

開催するなど、社員の健

康増進のためのきっか

けづくりを含め、精力

的に取り組んでいます。

ANAグループ労働安全衛生方針

ANAグループは、労働安全衛生の維持向上で社員価値の 
増大を実現します。
1.   労働災害の発生防止と社員の心とからだの健康の保持増
進を促進します。

2.   施策の展開とマネジメントシステム（PDCAサイクル）の運
用で改善を図ります。

3.   法令や規定を遵守し、労働安全衛生活動の周知を通じて
社員の意識を喚起します。
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取引先との関係

ANAグループは、ANAグループ行動基準に基づき、関係法規を遵守して、公正な取引を行っています。また、取引先の
皆様との協力により、新たな価値の創造に取り組んでいます。

ANAグループ購買取引行動指針

ANAグループがお客様に提供するサービスや商品は、航空

機をはじめとして、ジェット燃料、機内用品から事務用品まで、

取引先からの資材やサービスの調達の上に成り立っています。

ANAグループは、購買取引行動指針に基づき、取引先との連

携を図りながら、CSRを推進しています。

ANAグループ購買取引行動指針

購買取引の基本方針
1.  購買取引においては、優れたサービスおよび財を経済合理

性に基づいて公正に選択し、購入します。

2.  購買取引は、国内外に開放され、公平かつ透明とし、理解し

やすい簡素な手続きによって行い、取引先との間では相互

信頼、相互補完関係を築くように努めます。

3.  購買取引においては、ANAグループ行動基準を遵守し、企

業倫理に則り、関係法令を遵守し、資源保護、環境保全に

配慮し、人権保護に努めるとともに、取引先に対してもANA

グループの取り組みに理解を求めます。

ANA WELFARE PLAN 
ゆとりと充実をもたらす福利厚生制度

入社からセカンドライフに至るまで、生きがい、働きがいが感

じられるように、社員一人ひとりのライフシーンにゆとりと充実

感をもたらす福利厚生制度「ANA WELFARE PLAN」を設け

ています。

「健康づくり」「資金づくり」「安心づくり」「暮らしを後押し」

「余暇の充実」「セカンドライフ」というカテゴリーで、社員それ

ぞれのライフスタイルに合わせて活用できる仕組みになってい

ます。

　 
労使関係　

ANAグループの事業はさまざまな職種の社員の協働作業に

より成り立っており、事業運営に当たっては、社員、職場、労

使間のコミュニケーションが極めて重要です。また、社員の高

い勤労意欲と能力が事業運営を支える基盤となっていることか

ら、それらを最大限に活かす環境づくりが不可欠です。

こうした事業特性に対応するために、徹底した労使協議、労

使対話を通じて、相互信頼と相互協力の関係を築き、安全の

堅持、お客様へのサービス向上、基本品質の向上をはじめとし

たANAグループの使命を果たして、広く社会に貢献すること

を目指しています。
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地域社会とのかかわり

ANAグループの事業は地域・社会と密接な関係を持っています。ANAグループは良き企業市民として、地域や社会に広く
貢献しています。そして、次世代を担う若者や子供たちへの支援のために、さまざまな取り組みを行っています。

社会貢献活動

n 赤い羽根共同募金に協力して46年

ANAグループは、1962年から「赤い羽根共同募金」に協力

しています。2007年10月1日、共同募金運動の中央伝達式

でお預かりしたメッセージを、ANAグループの客室乗務員と地

上スタッフが赤い羽根とともに全国39カ所に伝達し、募金を

呼びかけました。

n 「しあわせの花 すずらん」をプレゼント

「しあわせ」「幸福の訪れ」などの花言葉を持つすずらんのプ

レゼントは、1956年から50年以上も続けています。2007年

6月15日、ANAグループの客室乗務員と各空港の地上スタッ

フが、赤十字病院をはじめとした全国52カ所の病院を訪問し、

入院患者の皆さんに、すずらんで作った押し花のしおり19,000

枚をお届けしました。この押し花のしおりは、北海道の新千歳

空港近郊に咲くすずらんを、全国各地のANAグループの社員

が、一つ一つに心を込めて押し花のしおりにしたものです。

n 厚生労働大臣より感謝状を授与

2007年6月25日、日本赤十字社本社においてANAに厚生

労働大臣より感謝状が授与されました。震災に対する支援やボ

ランティア組織｢す

ずらんクラブ｣の活

動など、さまざまな

ANAの社会貢献活

動が評価されての

表彰となりました。

n 各地域での取り組み

ANAグループは各地域にて、地元に密着したさまざまな

取り組みを行っています。

n 岡崎嘉平太国際奨学財団

岡崎嘉平太国際奨学財団は、岡崎嘉平太第二代社長の遺志

に基づき、アジアの国の人づくりを目的に1990年に創設され、

これまで80名の奨学生を支援しました。卒業生はさまざまな場

で活躍し、母国の発展と日本との友好に努めています。

n 航空教室

ANAグループは、安全運航についてお客様にご理解いただ

くために、CS活動の一環として航空教室を国内および海外で

積極的に開催しています。

  http://www.ana.co.jp/anafan/kids/index.html#school

伊丹空港での七夕イベント
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環 境

現場の「あんしん、あったか、あかるく元気 !」5
～環境リーディングエアラインを目指して～  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

｢ANAグループエコロジープラン2008－2011｣の概要 . . . . . . . . . . 46
環境理念／環境マネジメント Web版追加データあり  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48

｢ANAグループエコロジープラン2003－2007｣最終年度報告  . . . . 50
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ANAグループ環境データ Web版追加データあり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64
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Web版のみ掲載 化学物質の使用削減 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70

CSR・環境活動
http://www.ana.co.jp/ana-info/ana/csr

ボーイング737-700型機
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現場の「あんしん、あったか、あかるく元気 !」5

～環境リーディングエアラインを目指して～

ANAグループでは持続可能な地球環境との共生
を実現するため、さまざまな環境対策を進めてい
ます。2008年には新たにエコロジープランを策
定し、CO2の総排出量目標を設定するなど、積極
的な内容を盛り込みました。ここでは、エコロ
ジープランに込めた思いや、社会とともに歩み続
けるための取り組みについてご紹介します。

「地球環境にやさしい事業運営を徹底します」

2008年は京都議定書の約束期間（2008−2012年）が始まり、「環境」を主要テーマとした北海

道・洞爺湖サミットが開催されるなど、世界の大きな転換点となる一年といわれています。そうした

中、ANAは今般、国連の「グローバル・コンパクト」に署名しました（詳細はP12をご覧下さい）。

私たちは、この「グローバル・コンパクト」の趣旨に沿って、環境問題をはじめとする地球的規模の

諸課題の解決にも貢献していきたいと願っています。航空輸送業としての活動領域には自ずと限

界がありますが、『世界の人々に「夢」と「感動」を届ける』企業であり続けたいと考えています。ま

た、航空会社が加盟する国際団体であるIATA（国際航空運送協会）は、2050年にカーボン・

ニュートラルを実現するという長期的な目標を掲げており、私たちもそのグローバルな目標の実現

に取り組んでいきます。

ANAグループは、クオリティ・顧客満足・価値創造において「アジアNo.1」になることを経営ビ

ジョンに掲げていますが、こうした背景の中、環境面でも世界のリーディング・エアラインであり続

けようという強い思いを込めて、2008年5月22日に「ANAグループエコロジープラン2008−

2011」を発表しました。

「グループ社員の強い  
意志とチームワークで、
新たな目標に向かって 
挑戦し続けます  !」

CSR 推進室　環境・社会貢献部　部長

松村　友進
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これは従来の「エコロジープラン2003−2007」を引き継ぐだけではなく、さらに一歩踏み込ん

だ目標を設定したプランで、航空業界で初めてCO2総排出量枠（国内線）を設定しました。2006

年度に比べ、期間平均で年間約20万トンの削減を目指します。また、輸送量単位当たりのCO2の

排出量を削減する目標も設定しており、2011年度において、対2006年度比で10%の改善を図

ります。

また、航空燃料によるCO2排出削減以外でも、地球温暖化対策・大気汚染対策をはじめとして、

あらゆる分野において地球環境にやさしい事業運営に積極的に取り組みます。

これらの目標の達成に向けて、最新型の省エネ機材への更新はもとより、ANAグループ全社員

の強い意志とチームワークによる、弛まぬ努力を続けていきます。

「社会とともに歩み続けます」

ANAグループのこうした日々の努力の結果を、ステークホルダーの皆様にタイムリーかつ正確に

お伝えしていきます。私たちの取り組みにご理解を得ると同時に、いただいたご指摘などを真摯に

受け止めて、改善努力を重ねていくことが大切だと考えています。

ANAグループはエアラインとしてだけではなく、一企業、つまり社会の構成員としての責務を果

たさなければならないことはいうまでもありません。日本の「21世紀環境立国戦略」に貢献するた

めにも、「持続可能な社会への取り組み」としての環境社会貢献活動を行っていきます。

「持続可能な社会づくりに貢献するために、挑戦を続けます」

昨今、環境対策活動に対して、より大きな成果を上げることが求められています。今後はさらに

拍車が掛かり、法的規制も強化されると予想されます。カーボンフットプリント制度や排出量取引

制度など、経済的手法も導入される見込みです。また、環境にやさしい代替燃料の開発もさらに進

展すると考えられます。

航空機は、他の輸送機関と比べて格段に時間価値が高く、皆様のかけがえのない出会いを創造

する役割を担う、社会の大切な交通機関です。今後も環境の変化に前向きに対応し、その社会的

責任を果たしていくため、ANAグループは挑戦を続けます。人と地球のために積極的に行動し、

持続可能な地球環境と共生し続ける企業でありたいと考えています。

次のページで  

 ｢ANAグループエコロジープラン2008－2011｣ 

の概要をご説明します。Z
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｢ANAグループエコロジープラン2008－2011｣の概要

地上エネルギー：　

全事業所計　年1％削減（原単位当たり） 

航空機燃料（CO2）：

原単位目標：  10％削減*1

国内線・国際線の有償輸送トンキロ

（ＲＴＫ：Revenue Ton Kilometer）当たりCO2

排出量を、2011年度において対2006年度比で

10％削減（対1990年度比では約25%削減）

総排出量目標：   年平均470万トン以内*2

国内線2008年度～2011年度のＣＯ２排出量を 

年平均470万トン以内に抑制

年平均
470万トン以内

-10%

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2011
目標

年度

8.0

6.0

7.0

5.0

4.0

3.0

1.4

1.2

1.0

0.8

原単位当たりCO 2排出量（右軸）

国内線 CO 2総排出量（左軸）

（kg-CO2/RTK）(百万トン）

航 空 機   リース機を含め 
全機 ICAO（国際民間航空機関）排出ガス基準適合

地上車両 ハイブリッド・電気自動車の積極導入

地球温暖化対策：

大気汚染対策：



•国際環境絵本コンクール

•次世代人材への環境教育支援
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「航空業界で初めて、CO2 総排出量の  
目標を設定しました」

温暖化対策の目標には、CO2の総排出量を定める「総量目標」と、生産単位当た
りの排出量削減を定める「原単位目標」の2種類がありますが、ANAグループは 

温暖化対策目標として、航空機燃料によるCO2排出の ①原単位目標 ②総量目標、
および ③地上エネルギーの原単位当たりの削減目標という3本立ての目標を設定しました。とりわけ、CO2

総排出量目標の設定は、世界の航空会社の中でも当社が初めてとなります。目標達成に向けて、従前から 

手掛けてきた航空機運航にかかわる諸対策に加え、本年度より社内横断的なプロジェクトを組織し、より一
層機能的・機動的に改善を進めていきます。
さらに、グループ社員の環境意識向上のため、職場での環境関連情報の共有化や環境改善活動への参画と
併せて、家庭における自主的な取り組みも促していきます。

•リース機を含め全機ICAO騒音基準チャプター４適合

•全国50空港周辺での森づくり

•サンゴ再生プロジェクトへの参画

騒音対策：

省資源化促進：

環境社会貢献活動：

*1 IATAのスタンダードに合わせるとともに、貨物輸送の環境影響を含
めて評価する体制とします。

*2  2006年度の国内線CO2排出量実績が約490万トンであるため、期
間中は年平均20万トン（＝約5万世帯が1年間に排出するCO2量に
相当）を削減する目標となります。

*3  機内・空港内やグループ内事務所で発生する廃棄物を、再び機内・
空港内や自社・グループ内で活用していくリサイクル体制

•廃棄物削減、営業用紙 5%削減

•Closed Recycle*3：全事業所への展開
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環境理念／環境マネジメント

基本方針

私たちは、限りある資源と地球環境を大切にし、付加価値の高い利用に努め、豊かな社会の実現を目指します。

行動指針

1 企業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全活動の継続的な質の向上に努めます。
2 環境関連の法律・規制などを守り、さらに自主的な行動をもって一層の環境保全に努めます。
3 環境負荷の低減を考慮した航空機の運航・整備、空港内ハンドリングなどに努めます。
4 省資源・省エネルギー、リサイクル、廃棄物の削減に積極的に取り組みます。
5 環境保全に関する諸活動への参加を通して、社会に貢献します。
6 社内広報活動などにより、環境保全に対する社員一人ひとりの意識向上を図ります。

ANAグループ行動基準（抜粋）

環境保全
環境問題への取り組みは、企業の存在と活動に必須の要件であることを認識し、私たちは自主的、 
積極的に行動します。私たちの企業活動は、環境に少なからず影響を与えていることを深く自覚し、 

ANAグループの環境理念の下、事業を永続しつつ環境への負担を極力少なくする努力を怠らず、 
あらゆる手段をもってその負担を少なくします。
事業活動に直接関係することのみならず、私たち自身の問題として、地球環境・資源保護の取り 
組みには積極的にかかわっていきます。

ANAグループは1998年に、地球環境への基本的な取り組みに関する基本方針と行動指針を定めた「環境理念」を発表し、
その実践に取り組んでいます。
また、1999年10月のスターアライアンス正式加盟に先立ち、同年5月に「スター アライアンス環境宣言」に署名しました。

環境理念『地球環境への基本的な取り組み』

環境マネジメント推進体制

社長

CSR推進会議

地球環境委員会

リスクマネジメント委員会

コンプライアンス委員会

地球環境部会

飛行環境WG*

事業所運営環境WG*

地上オペレーション環境WG*

* ワーキンググループ

スター アライアンス環境宣言
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環境への取り組みの推移
時期 委員会組織 推進組織 実施項目

1973.11 空港部 1978年「環境対策ハンドブック」を発行。

1974.2 環境対策委員会 「総合評価」「飛行騒音対策」「地上騒音・大気汚染対策」「工場環境対策」の各専門
委員会を設置。

1990.7 環境保全推進室 1993年国内航空会社初の「環境報告書」第1号を発行。1998年環境理念発表。

1999.6 地球環境委員会 「スターアライアンス環境宣言」に署名。

地球環境保全推進部 2003年「ANAグループエコロジープラン2003−2007」を策定。
2003年国際環境絵本コンクール、植林活動を展開。

2004.4 環境・社会貢献部 環境保全活動の一環として、2004年「チーム美らサンゴ」を結成し、サンゴ植えつ
け活動のプロジェクトを展開。

2007.4 CSR推進室
環境・社会貢献部

CSR活動を推進するため、組織改編を実施。

2008.5 CSR推進室
環境・社会貢献部

「ANAグループエコロジープラン2008−2011」を発表。

Web版追加データ
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｢ANAグループエコロジープラン2003－2007｣最終年度報告

ANAグループは、環境面の主要課題について2003年に中期計画「ANAグループエコロジープラン2003－2007」を策定
し、取り組んできました。今回はその最終年度の報告となりますが、引き続き「ANAグループエコロジープラン2008－
2011」にて諸課題への取り組みと報告を続けていきます。

項目 2007年度（計画期間内）の実績 参照

環境経営の推進

〈環境コンプライアンス〉
グループで法令管理の強化と遵守の徹底を
図る

1事業所当たり平均7つの環境法令の適用を受け、全体では391件の 
法律との接点があります。2003年～2007年の間で、環境に関する事故や
法令による罰則の適用はありませんでした。

P57

〈ISO14001〉
ISO14001による環境経営の手法を 
グループに展開する

環境データの定期的集計、環境法令コンプライアンスの実行などを、
ISO14001規格の要求事項に沿って進めました。 P58

〈環境会計〉
グループ環境会計を実現する

航空輸送6社（ANA、ANK、AJX、A-net、CRF、NXA）を集計範囲と 
して実施しました。 P68

地球温暖化対策

〈航空機燃料によるCO2排出量の低減〉
2007年度の提供座席距離当たり 
CO2排出量を1990年度比で12%低減する

2007年度は、ANAグループの航空機が排出したCO2は835万トンとなり、
事業規模の拡大により前年度に比べ2.9%増加しましたが、単位生産量 

（座席キロ）当たりでは、90.4g-CO2と、基準年である1990年度に比べ 
約11.4%低いレベルになりました。

P51

〈事業所使用エネルギーの削減〉
事業所の電気・熱エネルギー消費量を 
2002年度比で5%削減する

継続集計している47事業所の地上全エネルギー（原油換算）消費量を、
2002年度対比約7%削減しました。 P65

大気汚染対策

〈航空機の排出ガス基準適合〉
ICAOエンジン排出ガス基準の適合除外 
エンジンを退役させる

ANAグループ保有の航空機エンジンは、すべてICAO付属書16の 
排出基準値に適合しています。 P69

〈低公害車の導入〉
低公害車、低排出ガス車の割合を2倍とする

2007年度は、低公害・低排出ガス車の割合は19%となりました。 
低公害車の割合は、基準年度（2002年度：低公害車割合7.4%）比で、 
2.6倍となりました。

P67

〈オゾン層保護対策〉
規制物質のゼロエミッションを堅持する

ANAグループの特定フロン保有はゼロで、規制物質のゼロエミッション体
制を堅持しています。 —

騒音対策
〈ICAO騒音基準（チャプター4）への適合〉
2007年度までに全機チャプター4基準 
適合機とする

全機ICAO騒音基準 チャプター4への適合目標を達成しています。
また、飛行方式の改善や地上騒音の軽減対策も実施しています。 P59

資源循環の実現

〈廃棄物の削減〉
将来のゼロエミッションを目指し、具体的な 
リサイクルの実績を年次ごとに明らかにする
産業廃棄物に関する2007年度の最終処分
量の割合を15%とする

グループ全体で3R活動を推進し、客室乗務員の制服のリサイクルなども 
積極的に行っています。2007年度の産業廃棄物に関する最終処分量の 
割合は6%となりました。

P60、66

〈グリーン購入の推進〉
2007年度末にコピー用紙は100%、 
その他の事務用品は80%としたグリーン 
購入を行う

社内LANシステムの利用を促進し、事務用品類のグリーン購入率は前年
度比約10%アップの85%となりました。また、コピー用紙はほぼすべて 
グリーン購入としています。

P67

〈化学物質使用の削減〉
PRTR法対象物質の代替品開発を行い、 
削減実績を年次ごとに明らかにする

ペイント剥離剤、外部ペイント材、また洗浄剤など、PRTR法対象物質など
を含まない代替品の使用や開発に努めています。年度ごとに実績を報告し
てきましたが、2007度のANAグループ使用実績は、種類は35物質、取り
扱い総量では32,188kgで、2006年度より約50%増加しました。

P70

環境社会貢献 
活動の推進

〈環境絵本〉
環境をテーマとした絵本コンクールを毎年 
実施する

年1回国際環境絵本コンクールを実施し、5回目となった2007年度は国内
外計9カ国からのご応募がありました。 P63

〈植林事業〉
国内外において、緑化活動を推進する

2004～2007年度累計で、国内外26カ所でANAグループの森づくりを
行いました。サンゴの植えつけも、2004年より継続的に実施しています。 P62、63
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地球温暖化対策

ANAグループは航空燃料の消費により、2007年度には835万トンのCO2を排出しました。新エコロジープランで、航空
業界で初めてCO2総排出量枠（国内線）を設定しましたが、新鋭機への更新や、運用面での燃料消費削減策などを通じて、
目標達成に向け引き続き努力していきます。

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 年度

4.0

3.0

2.0

1.0

0

105

100

95

90

85

 原単位当たりCO2排出量（右軸）

■ 燃料使用量（左軸）

ANAグループ提供座席・距離（座席キロ）当たりCO2排出量の推移

（百万kl） （g-CO2／座席キロ）

2007年度目標値
89.8g-CO2

航空機の燃費効率の向上を目指して

■ CO2排出量の推移

2006年度において日本全体で排出された温室効果ガスの

95%を占めるCO2を部門別に見ると、運輸部門は全産業部門

の19.9%を占め、そのうち国内航空輸送のCO2の排出割合は

運輸部門の4.4%を占めています。

以下の図はANAグループの提供座席キロ当たりのCO2排出

量と燃料の推移グラフです。1990年度以降、航空需要の増

大につれて提供座席数は大きく増加しましたが、2007年度の

提供座席キロ当たりのCO2排出量は90.4g-CO2と、対1990

年度比で約11.4%削減しています。

■ 省燃費型の航空機導入の歴史

CO2の発生を減少させること、すなわち燃料消費を減らす最

も有効な方法は、①最新のエンジンテクノロジ－を駆使した効

率の良いエンジンを採用し、②翼型などの改善により空気抵抗

を減少させ、③複合材料などにより重量軽減された、燃料効率

の良い新鋭機を導入することです。ANAグループは早くから

この方法に取り組み、効果を上げています。

機種別燃料消費率

【国際線】

0

24.5

32.3

26.9

33.3

37.2

38.5

10 20 30 40

B737-700INT（118席）

B777-300ER（247席）

B777-200ER（234席）

B767-300ER（216席）

B747-400（339席）

B747LR（326席）

（g／座席キロ）

国際線（9,260 km、満席）で計算した場合（但し、B737-700INTは5,556 km）

■は退役済の航空機

【国内線】

0

22.3

27.2

24.7

22.0

25.0

19.3

23.3

23.0

22.3

26.3

22.5

21.1

26.9

26.2

31.6

35.3

37.2

36.2

10 20 30 40

B737-800（167席）

B737-700（136席）

B737-500（126席）

DHC8-400（74席）

DHC8-300（56席）

B777-300（525席）

B777-200（382席）

B747-400D（569席）

A320（166席）

F-50（50席）

B767-300（288席）

A321（195席）

B767-200（234席）

B747SR（536席）

L1011（341席）

B737-200（126席）

B727（178席）

YS11（64席）

（g／座席キロ）

国内線（926 km、満席）で計算した場合
■は退役済の航空機
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ボーイング787型機の導入

ANAは、ボーイング787型機のローンチカスタマー（初めて

の発注会社）として設計・開発段階から参画し、世界に先駆け

て50機を発注しています。羽田空港の再拡張を視野においた

ボーイング767型機の後継機種として、2009年度以降に就航

する予定です。

n 約20%の燃費向上

機体は、炭素繊維複合材料などの先進素材を多用すること

で軽量化を実現し、ほぼ同じサイズのボーイング767-300型

機と比較して、燃費効率が約20%向上しています。

n 環境負荷の大幅な低減

エンジンは、ロールスロイス社の「トレント1000」を採用して

います。ボーイング767-300型機と比較して、騒音を離陸時

で約40%削減、排出ガスでもCO2を約20%、NOxを約15%

削減できます。空力特性は、機体空気抵抗の最小化を追求し

ています。

n 効率的で経済性の高い整備体制

ANAの要望により、複合材に使用可能な耐久性の高いペイ

ントが開発され、再塗装回数の削減を実現しました。また、当

社の短距離多頻度運航に適した推力制御方式も開発され、エ

ンジン部品の劣化が抑制されるため、整備コストの低減も期待

されます。

ボーイング787型機（イメージ）

東京～札幌間の1座席当たりのCO2排出量比較（2007年度データ）

n 保有機一覧

（kg）

ボーイング787-8型機　　
2009年～　

ボーイング727-200型機　
1990年退役

ロッキードL1011トライスター型機　
1995年退役

ボーイング747-100SR型機　
2006年退役

ボーイング767-300型機　
1987年～

ボーイング747-400型機　
1992年～

ボーイング777-300型機　
1997年～ 58.0

63.2

67.6

72.8

94.0

109.0

ボーイング767-300型機の
約20%減

6月1日より就航

ボーイング747- 400（19機）

ボーイング777- 300（19機）

ボーイング767- 300（56機）

ボーイング767-300F（4機） *貨物専用機

エアバスA320 - 200（32機）

合計218機

ボンバルディアDHC-8-400（14機）

ボーイング737-700ER（2機）

ボンバルディアDHC-8-300（5機）

フォッカー50（3機）

ボーイング737-500（25機）

ボーイング737-700（15機）

ボーイング737-800

* リース賃借機を含みます。
* 上記のほか、
 ボーイング737-400型機1機を賃貸中、
 合計数に含んでいます。

新世代型航空機

（2008年3月31日現在）

ボーイング777- 200（23機）
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次世代リージョナルジェット*1MRJ*2の導入を決定

三菱重工業株式会社が開発を決定した次世代のリージョナ

ルジェット機「MRJ」の導入を決定しました*3。

ANAはローンチカスタマーとして合計25機（うち10機オプ

ション）を発注しました。今後のMRJ開発計画にも積極的に参

画し、お客様のニーズを新しい航空機に反映させていきます。

同機はリージョナル機として初めて主翼・尾翼に複合材を本

格採用しています。最新技術を駆使した新型エンジンによっ

て環境負荷が著しく軽減されます。また、最先端の空力設計

により、燃料消費量を現行機材に比べ約40%改善します。さ

らに、MRJ導入による増収やコスト削減により、年間約50億

円の収支改善の効果を見込んでいます。
*1	�リージョナルは「地域」の意味で、主に国内線など近距離を結ぶ小型ジェット

旅客機のことです。
*2	�三菱リージョナルジェット（Mitsubishi Regional Jet）の略。
	� YS-11型機以来40年ぶりに日本が独自開発する旅客機です。
*3	�2008年4月4日、新会社「三菱航空機株式会社」が事業会社として発足し

ています。

MRJの主な特徴

機体形状
主翼やフラップなどの形状を
研究し、風切り音を減らすな
ど、低騒音化を実現

スリムシート
快適な座り心地と広 と々し
た足元まわりを確保する新
構造のシートを採用

機体素材
機体全体のおよそ3割の部品
を炭素繊維複合材で構成し軽
量化を実現

コックピット
4つの大型液晶ディスプレイが
パイロットの飛行状況認識を容
易にし、安全性を向上

エンジン
同サイズ他社小型ジェット
機よりも3割の低燃費と低
騒音を実現

（イメージ）

国内航空会社として初めて、 
ボーイング767-300ER型機に 
ウイングレットを装着

ウイングレットは主翼の先端に装着する長さ3.4m、

幅4.5mのAPB（Aviation Partners Boeing）社製の部品

で、翼長（片翼）が約1.65m延長されます。通常、主

翼の先端では、翼の下の部分にかかっている圧力が上

へと抜けようとする際に空気の渦が発生します。ウイ

ングレットの装着により、この渦の発生による翼端抗力

が抑制され、長距離運航するボーイング767-300ER

型機では、約5%の燃費向上＝1機当たりCO2排出量

を年間約2,100トン削減できます。

ANAでは2008年度導入予定の2機を含めた計16機にウイ

ングレットを装着する計画になっており、2009年度以降にも順

次改修を行う予定です。

ボーイング767-300ER型機（イメージ）

主翼先端での空気の渦発生イメージ
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運用面での環境負荷低減努力

航空機の消費燃料の節減は、環境負荷の低減に直結する最

重要項目です。ANAグループは、早くから燃料節減に積極的

に取り組んできました。2007年度の運航面や地上でのさまざ

まな燃料削減努力を含む、全社的な燃料節減効果の合計は、

前年度より5,460キロリットル増*となりました。この量は、東

京～大阪間の約360往復（ボーイング777-200型機）分の燃

料に相当します。
* シミュレーターによる燃料節減効果は含みません。

n EFP（Efficient Flight Program）推進プロジェクト

ANAは、2003年 度よりEFP（Efficient Flight Program）

推進プロジェクトを実施しています。これは、気象条件や航空

管制を勘案した上で、消費燃料の少ない高度・速度を選択した

 

出発経路 航空路 到着経路 進入 

滑走路 滑走路

VOR/DME（旧）経路 
RNAV（新）経路 

VOR/DME

VOR/DME

VOR/DME

RNAV経路と従来経路のイメージ

機内ブリーフィングの様子

飛行計画を立てたり、燃料を効率的に使用できる空港ごとの

降下・進入のポイントを運航乗務員に周知するなど、種々の工

夫、運航方法により燃料削減を進めるプロジェクトで、毎月、

削減結果をモニターしています。

n  地上電源装置（GPU＝Ground Power Unit）の優先使用

ANAグループは1990年以来、APU*の使用削減＝GPUの

積極的な利用に取り組んできました。GPUを優先使用するこ

とによる2007年度の燃料削減量は、GPUを使用しない場合

と比較して40,600キロリットルと算出されました。この量は、

東京～大阪間の約2,700往復（ボーイング777-200型機）分

に相当します。
* �APUとは、航空機に電気とエンジンスタートや空調のための高圧ガスを供給

する、航空機搭載の小型ガスタービン補助動力装置。航空機燃料で作動する
ため、GPUと比べてエネルギー効率が悪い。

n RNAV（広域航法）の運用

ANAグループは、2002年6月からRNAV（広域航法）の正

式運用を実施しています。RNAVは、航空保安無線施設や衛

星・自蔵航法機器を利用して自機の位置を算出し、任意の経路

を飛行する航法です。RNAV経路は従来に比べて距離や時間

が短縮され、消費燃料やエンジン排気ガスが減少するととも

に、深夜帯などにおける空港周辺の騒音軽減にも寄与してい

ます。ANAグループは、国内外でRNAV運用の一層の拡大に

努めています。
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用した場合と比較して、燃料で29万キロリットルの削減効果

がありました。この量は、ANAグループの2007年度全運航

で使用した燃料の8.7%＝東京～大阪間の約19,000往復

（ボーイング777-200型機）分に相当します。

n 軽量型コンテナの導入

ANAグループでは、2006年10月より国際線用軽量型コン

テナを導入し、2008年5月現在で1,030台を保有していま

す。このコンテナは、底盤および骨格を除く外壁部分をケブ

ラーⓇ*素材、開閉部分をキャンバス素材に変更したもので、

従来のコンテナより28kgの軽量化を実現しました。

欧米路線で使用しているボーイング777-300型機の場合、

1機当たり最大で1,232kgの軽量化が可能です。成田～サン

フランシスコ線で試算すると、片道で約495リットルの燃料＝

CO2換算で1,220kgの排出削減となります。
* �ケブラーⓇは米国デュポン社の登録商標です。

n 着陸後に一部のエンジンを停止した地上走行

ANAグループは1994年以降、着陸後に一部のエンジンを

停止して地上走行をしています。

実際のエンジン停止については、空港、気象条件、走行路

状況、航空機の状況、管制塔からの指示などを総合的に判断

して実施しています。

n コンプレッサー部の水洗によるエンジンの性能回復

エンジンは使用するにつれて、そのコンプレッサー（圧縮器）

部分に微小なほこりが付着し、エンジンの燃費を悪くします。

ANAグループでは燃費改善のため、圧縮器部分のほこりを定

期的に水洗除去して性能回復させ、使用燃料を削減する運用

を2003年度から実施しています。水洗後の性能回復結果から、

2007年度の燃料削減量は、水洗しなかった場合と比較して

24,000キロリットルと算出されました。この量は、東京～大阪

間の約1,600往復（ボーイング777-200型機）分に相当します。

n シミュレ－タ－による燃料削減効果

ANAグループは、燃料節減（CO2排出削減）、騒音問題、訓

練空域狭隘などの改善のため、運航乗員訓練・審査の大部分

をシミュレーターで実施しています。

2007年度の乗員訓練・審査ならびに整備士養成・審査のた

めのシミュレ−タ−の総使用時間は53,000時間で、実機を使

訓練センターの航空機シミュレーター

夜間におけるエンジンの水洗
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n 機内搭載品軽量化の取り組み

ANAグループでは、2003年から機内搭載品を小型化・軽量

化し、搭載数・品目の見直しや、新規搭載品の開発を継続的に

実施しています。

特に、国際線のファーストクラス、ビジネスクラスにおいては、

2005年から特殊軽量食器を導入しています。これは、特殊な

原料を配合し、素地の中に微細な気孔を多数形成させた陶土を

使用したもので、軽いだけでなく保温性にも優れています。導

入前のものと比べてお皿一枚当たり最大約30%（▲170g）の

軽量化を図りました。国際線仕様ボーイング747-400型機で

は、一機当たり約40㎏もの減量となっています。

また、2007年9月に就航したムンバイ線のビジネスクラスで

は、いろいろなジャンルの機内食に対応できる軽量食器を新規

開発して搭載しています。一般素材のお皿と比べて一枚当た

り最大約15%（▲70g）の軽量化を実現しています。

n 航空機以外の地上エネルギーの削減

ANAグループのエネルギー消費量の98%は航空機による

ものです。地上エネルギーは全体の2%に過ぎませんが、

2007年度実績で原油換算で約54,000キロリットルという大き

な消費量となっており、2004年度からほぼ横ばいの状況です。

ANAグループエコロジープラン2008−2011の中で掲げ

た、全事業所総計で年1%（原単位当たり）のエネルギー消費

削減を達成するため、2007年度に今後10年にわたる省エネ

設備工事計画を策定し、2008年度より順次実施しています。

ムンバイ線ビジネスクラスの軽量化食器



CSR Report 2008 57

環境関係の法令の適用を受ける事業所

1事業所当たり平均7つの環境法令の適用を受け、ANAグ

ループ全体では384件の法律との接点を有しています。なお、

環境法令とコンプライアンス

ＡＮＡグループでは、企業の「社会的責任」とその責任範囲の拡大に適切に対応し続けるために、2002年度から環境法令
遵守体制の一層の強化に努めています。  

適用される法律名

適用される法律名 適用される事業所数

1 特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 56

2 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 56

3 自動車リサイクル法 21

4 特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法） 45

5 特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法） 47

6 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 2

7 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 18

8 エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法） 13

9 大気汚染防止法 14

10 自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法（自動車NOx・PM法） 21

11 水質汚濁防止法 17

12 下水道法 7

13 浄化槽法 6

14 騒音規制法 8

15 振動規制法 7

16 悪臭防止法 6

17 工場立地法 1

18 特定工場における公害防止組織の整備に関する法律（公害防止組織整備法） 1

19 毒物及び劇物取締法 20

20 容器包装等リサイクル法 8

21 建設資材リサイクル法 2

22 建築物における衛生的環境の確保に関する法律 7

23 食品リサイクル法 1

合計 384

2007年度は環境に関する事故や法令による罰則の適用はあり

ませんでした。

Web版追加データ
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ANAケータリングサービス（ANAC）が 
2007年8月にISO14001認証を取得

ANAでは、2002年2月に整備本部成田整備地区が、

ISO14001の認証を取得しました。そして、グループの

機 内 食 提 供 会 社 で あ るANACも、2007年8月 に

ISO14001（環境）の認証を取得しました。ANACは

「フライトケータリング業界においてトップクラスの環境

保全優良企業を目指す」という環境方針の下、取得に

向けて社内誌『 ISOダイジェスト』の発行などを通じた

社員の意識の向上や、「環境専門委員会（エコオフィス

活動）」の設置による、エリア・部署単位での紙・ゴミ・

電気・水の使用量の削減に努めてきました。今後も、国

際基準であるISOの手法を積極的に取り入れ、省エネ

ルギー・省資源などの管理を徹底し、お客様に満足い

ただける魅力ある商品の開発に取り組んでいきます。

使用済み自動車などの適正処分の全国ネットワーク

ANAグループでは全国で約3,000台の車両を使用していま

す。その多くは特殊な車両のため、処分には運搬手段や処理

能力などの点で種々の困難が伴います。

これら使用済み自動車などの処分を漏れなく適正かつ効率的

に行い、廃棄物処理法と2005年4月より施行された自動車リ

サイクル法のいずれにも対応できるように、全国ネットワークを

構築しました。

これは、北海道、東北・関東、北陸、関西・中部、中国、四国、

九州および沖縄の各地域に、十分な能力と信用のある運搬業

者と処分工場を選定し、そこを拠点として地域内の空港で使

用済みとなった自動車などを適正かつ効率的に処分する仕組

みです。

2007年度は、このネットワークを通じて、全国の空港で使用

した47台の自動車などを廃棄物処理法および自動車リサイク

ル法に沿って、適切に処分しました。その他、非自走車190台

を廃棄物処理法に沿って、適切に処分しました。また、これら

は金属重量に換算して482トン*になります。
*使用済みの特殊自動車および非自走車を含むすべての車両

北海道地区

東北・関東地区

沖縄地区
(沖縄本島、石垣島、宮古島)

北陸地区

中国地区

関西・中部地区

四国地区九州地区

★千歳市

★小山市★富山市

■大阪府

★うるま市

★広島市
★松山市★福岡市

使用済み自動車の処分 
全国ネットワーク
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騒音対策

ANAグループは、航空機の騒音対策を進めています。ANAグループが保有する航空機は全機、ICAO騒音基準で最も 

厳しいチャプター4基準に適合しています。また、地上騒音の軽減にも取り組んでいます。

n 騒音対策

ANAグループが保有する全機については、ICAO騒音基準のうち最も厳しいチャプター4基準に適合しています。

大型防音壁を備えたエンジン試運転場 
（大阪国際空港）

格納庫タイプの消音施設（成田国際空港）

① ② ③ ④

ANAが実施している主な騒音軽減運航方式

方式 概要

離陸 ①急上昇方式 通常より高い高度（3,000フィート）まで離陸上昇を継続し、高騒音を極力空港地域内に収めるとともに、住宅地での高度を確保し
騒音を抑制する。

着陸

ディレイドフラップ 
進入方式

フラップと脚を下げる操作を遅くし、機体の空気抵抗を減らして、必要なエンジン推力を減らし、騒音を抑制する。

低フラップ角着陸方式 最終着陸時使用するフラップ角を小さくセットし、機体の空気抵抗を減らして、必要なエンジン推力を減らし、騒音を抑制する。

離着陸

②優先滑走路方式 滑走路の一方に住宅地がない場合、風向、風速から可能な限り、その方向で離着陸を行う。

③優先飛行経路方式 空港周辺（低高度）で旋回などにより、住宅地を極力迂回したり、河川上の経路を選択する。

④ V-NAVアプローチ
連続降下方式

降下時、極力空港近くまで高高度を維持し、その後連続的に降下を行い、エンジン推力の変化を抑え、騒音軽減を図る。
燃料削減効果もある。

FMSを利用した 
飛行方式

空港周辺でFMS／LLZ／RNAVを利用し、経路短縮とともに住宅地を避けて飛行する。深夜帯の羽田到着便は木更津（陸上）
を通らず、海上でショートカットして着陸進入する。

n 地上騒音の軽減対策

航空機の地上での試運転時に生じる騒音

を軽減するために、消音効果の高い施設の

活用や、エンジン整備時の試運転項目を工

夫しています。

n 飛行方式の改善

地上に与える騒音影響を少なくするよう、種々の飛行方式を工夫しています。



CSR Report 2008 60

3R活動の推進

ANAグループは、廃棄物の3R*を推進しています。有害物質の使用・排出削減、グリーン購入も進め、環境への負荷軽減
に努めています。
* リデュース（ごみを出さない）、リユース（再利用する）、リサイクル（再資源化する）

資源消費の節減

n 「スキップサービス」による紙使用量の削減

このサービスは2006年10月より開始し、スキップ予約（予

約・購入・事前座席指定）を済ませたお客様が、直接空港の出

発保安検査場にお進みいただき、紙の航空券なしでご搭乗いた

だけるものです。これにより、航空券用紙や使用済み航空券の

半券の処分量が大幅に削

減されます。2007年度は、

導入前に年間約180トン

使用していた航空券用紙

を、109トンまで削減する

ことができました。

n 機内サービス用品

エコノミークラス のメ

ニューカードを、回覧でき

る料理写真パネルに変更

し、繰り返し使用すること

で紙消費の節減を図ってい

ます。

リサイクルの促進

n  機内・空港内およびグループ内での 

「CLOSED RECYCLE」の促進

機内・空港内やグループ内事務所で発生する廃棄物を、 

再び機内・空港内や自社・グループ内で活用していくクローズ

ド・リサイクルに努めています。これに

より、使用済みの雑誌、時刻表や期

限切れの未使用品などが、確実かつ

効果的に再利用されています。

原材料の一部として使用済み 
『翼の王国』を使用する社用封筒

紙資源の「CLOSED RECYCLE」のイメージ図（計画中のものも含む）

ANAグループ事務所 
などでの再利用

事務所OA紙

機内や空港などでの再利用

航空券

機内誌 
『翼の王国』など

時刻表

名刺

旅行パンフレット

トイレットペーパー

事務用封筒

機内用「安全のしおり」
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■ その他の取り組み

航空機整備 航空機の重心測定方法の変更（搭載済み燃料を 
廃棄せずに測定）

�航空機塗装作業で使うシンンナーなどの溶剤を 
委託会社で浄化して再利用

超高圧水でエンジン部品を洗浄して洗浄剤の 
使用量を削減

機内空調用活性炭、航空機格納庫排水処理用の 
活性炭の再利用

航空機エンジン部品、修理用アルミ端材を金属 
素材としてリサイクル

航空機内 国際線機内から出るごみ（ビン、缶）を分別回収

航空貨物部門 貨物防水・防塵用ビニールシートを固形燃料、 
ごみ袋としてリサイクル

地上施設・設備 雨水と厨房排水処理水（中水）の利用

空港内で使用した自動車などを金属素材として 
リサイクル

n 制服のリサイクル

客室乗務員や地上係員の使用済み制服を元の繊維状態に戻

して、自動車の吸音材として再利用しています。

Web版追加データ
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環境社会貢献活動と環境コミュニケーション

森づくり

ANAグループでは、ANAグループの航空機が就航する国内

50空港を対象として、その周辺における森づくりの活動を、

2004年から10カ年計画で進めています。

かつての無計画な伐採や災害などで失われてしまった森の再

生や、まだ樹木が植えられていない土地への植林により、地球

環境の改善に少しでも役立ちたい、というのが私たちの願いで

す。ANAグループでは、地方自治体や地元森林組合などのご

協力・アドバイスを得ながら、社員ボランティアも参加して、日

本の森を少しずつ増やしていくお手伝いをしています。

温室効果ガス排出量を6%削減するという、京都議定書で日

本が公約した目標を実現するためには、その3.8%分を国内の

手入れが行き届いた森林で賄う必要があります。2007年度

森づくりのあゆみ
【国内】

森の名称 関連空港 初回活動 森の所在地
1 天城湯ヶ島の森 羽田空港 （No.1） 2004.04.17 静岡県伊豆市
2 大野町きじひきの森 函館空港 2004.05.16 北海道函館市
3 らんこしの森 千歳空港 2004.07.03 北海道千歳市
4 北郷町花立の森 宮崎空港 （No.1） 2004.10.31 宮崎県北郷町
5 オイスカの森 松山空港 （No.1） 2005.03.27 愛媛県松山市
6 高野山ゲンジの森 関西国際空港 2005.04.10 和歌山県高野町
7 阿知須の森 山口宇部空港 2005.05.28 山口県阿知須町
8 標茶町湿原の森 釧路空港 2005.05.29 北海道標茶町
9 信州の森 羽田空港 （No.2） 2005.07.16 長野県信濃町

10 アサヒの森 広島空港 2005.08.20 広島県三次市
11 仁淀川の森 高知空港 （No.1） 2005.10.22 高知県仁淀川町
12 北郷町蜂の巣の森 宮崎空港 （No.2） 2005.10.30 宮崎県北郷町
13 糸原（イトバル）海岸の森 大分空港 2006.05.13 大分県国東市
14 八百津の森 中部国際空港 2006.10.21 岐阜県八百津町
15 霧島の森 鹿児島空港 （No.1） 2006.10.28 鹿児島県霧島市
16 梼原（ユスハラ）の森 高知空港 （No.2） 2006.11.11 高知県梼原町
17 桜島オイスカの森 鹿児島空港 （No.2） 2007.03.03 鹿児島県鹿児島市
18 白神の森 大館能代空港 2007.10.21 秋田県八峰町
19 北郷町レイクサイドの森 宮崎空港 （No.3） 2007.10.28 宮崎県北郷町
20 宇和島真珠の森 松山空港 （No.2） 2008.03.08 愛媛県宇和島市
21 白兎（はくと）の森 鳥取空港 2008.03.23 鳥取県鳥取市
22 阿蘇くまもと空港の森 熊本空港 2008.05.18 熊本県西原村
23 岡崎嘉平太の森 岡山空港 2008.05.31 岡山県高梁市

【海外】
森の名称 国名 初回活動

1
ミャンマー・ 
ニャンウーの森 ミャンマー 2005.08.01

2
プーケット・ 
オイスカの森 タイ 2005.11.21

3
チェンマイ・ 
オイスカの森 タイ 2006.08.24

4
アユタヤ・ 
オイスカの森 タイ 2007.08.25

5 上海・虹橋の森 中国 2007.11.02

実施カ所	 国内 17空港 23カ所
 海外   5カ所

年度別実施数	 2004年度 5カ所
 2005年度 9カ所（海外2カ所を含む）
 2006年度 6カ所（海外1カ所を含む）
 2007年度 6カ所（海外2カ所を含む）
 2008年度 6カ所予定

の林野庁の通知では、一人の人間が1年間に排出するCO2量

に換算して、らんこしの森（千歳）は40人分、天城湯ヶ島の森

（羽田）は35人分吸収しているという評価を受けています。

森づくりでは植林のイベントだけではなく、京都大学フィール

ド科学教育研究センターから講師をお招きし、森づくり、環境、

生態系の保全について学ぶ「青空塾」も開催しています。

ANAグループは、今後も森づくりを継続して行い、「植える

→育てる→収穫する」と

いうサイクルも考えなが

ら、「持続可能かつ次世

代に引き継ぐ」環境活動

を大切にしていきます。

ANAグループは、「人と地球を考える」をテーマに、「私の青空」と称した「地球環境を大切にする心の輪」を広げる活動に取り組
んでいます。以下では、その3つの柱である「森づくり」「沖縄のサンゴ再生」「国際環境絵本コンクール」についてご紹介します。
活動状況については、機内誌「翼の王国」への掲載を始め、インターネット番組「チャンネルJ」やホームページを通じて、随時お
知らせしています。また、専用のメールアドレスを通じて、皆様のご意見・ご質問を伺っています。
環境関連専用メールアドレス kankyou@ana.co.jp
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チーム美
ちゅ
らサンゴ

さまざまな海洋生態

系を育んでいるサンゴ

は、森の木々の役割と

同じようにCO2を吸収・

固定することにより、

地球温暖化防止に役

立っています。現在、沖縄のサンゴは海水温の上昇による白化

現象やオニヒトデの大量発生による食害、開発によって海に流

出した赤土の影響などを受け、壊滅的な状況にあります。

｢チーム美らサンゴ｣は、沖縄県国頭郡恩納村のサンゴ群集を

回復・保護し、サンゴ生態系の再生を支援することを目的に、

2004年に発足した産官一体型のプロジェクトです。日本サン

ゴ礁学会が定めたガイドラインに沿って、恩納村海域に生息す

るサンゴをドナーとして採取し、陸上施設で養殖したサンゴを、

ボランティアダイバーの手によって恩納村の海に植えつけていま

す。2007年は、春・秋に年4回開催し379名が参加しました。

また、このほかにも“サンゴフォーラム”を開催し、多くの方々

とサンゴの現状や自然の大切さを共有する活動も行っています。
チーム美らサンゴHP http://tyurasango.com

第5回国際環境絵本コンクール

ANAグループが主催し、環境省と社団法人日本ユネスコ協

会連盟が後援するこのコンクールは、次世代を担う子供たちに

「環境、自然、生き物、資源を大切にする」心を伝えるとともに

「家族や友人同士で環境について話し合う」機会の一つを提供

することなどを目的に、誰でも気軽に参加できる企画として

2003年にスタートしました。

第5回を迎えたこのコンクールにも、国内の32都道府県と

海外8カ国から、年齢も4歳から67歳までの幅広い層の皆さん

から多数のご応募をいただきました。作家のC.W.ニコルさん

を委員長とする審査委員会での選考の結果、大賞には石川

惠美子さん（愛媛県在住）の作品『いちまいのセーター“Tale 

of a Sweater”』が選ばれました。また、佐藤サラ圭さん（イタ

リア在住）の『ぼくたちの自然をとりもどそう』が審査委員長特

別賞に、そのほか34点が入賞や佳作に選ばれ、それぞれに賞

状、賞金、記念品などが贈られました。

大賞作品は日英・独仏・中越・韓泰語各併記版の4種を合計

15万部製本印刷して、ANAグループの航空機内をはじめ国

内・海外の各支店で無料配布したほか、各地の幼稚園や学校

などにもお届けしました。

e-flight ～空の上から地球を考える～

ご搭乗いただくお客様に｢空の上から地球環境につい

て考えていただく｣時間と空間をご提供するe-flight。

昨秋の国内幹線の一部と日本発上海線での実施に続

いて3回目を迎えた2008年は、7月の洞爺湖サミット

の開催に合わせて6月1日～7月10日に国内線全便を

対象に実施し、国内線仕様のボーイング777型機20機

にe-flightロゴを付けて運 航しました。機 内では、

C.W.ニコルさんのナビゲーションによる「空からのメッ

セージ」をスカイビジョンで上映し、国産間伐材を使用

したお箸（プレミアムクラスのみ）、e-flightのメッセージ

を込めた紙コップをご提供しました。
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ANAグループ環境データ

環境に関する2007年度のデータをまとめました。ANAグループが環境や社会に及ぼしている影響について、数値やグラフ
でご報告します。

2007ANAグループ 環境データ（一覧）
単位 ANA単体 ANAグループ 

合計

オゾン層 破壊 ハロン・フロン（航空機） 全排出量 kg 0 0

水資源 水資源の消費 （建物での使用）合計 万ton 32.5 54.8

自然生態系破壊 水質汚染 廃水処理（建物での使用）量 万ton 2.4 3.4

航空機防除氷液の使用量 kl 右記に含む 1,762

有害物質 PCB（ポリ塩化ビフェニール）保管量 ton 4.2 11.3

地球温暖化 森林破壊 紙の使用量 ton 5,276 9,969

エネルギー エネルギー消費（原油換算） 総計 原油万kl 277 326

航空機エネルギー（原油換算）消費 原油万kl 273 321

地上エネルギー（原油換算）消費（機体へ電力供給含む） 原油万kl 3.9 5.4

航空機　燃料消費 万kl 288.6 338.8

消費量（提供座席キロ当たり） L／100ASK 3.62 3.66

大気汚染 全保有数 航空機 機 右記に含む 218

自動車 台 右記に含む 3,076

低公害車保有割合 ％ 18 19

CO2 （二酸化炭素）総排出量 万ton-CO2 717 844

航空機（総排出量） 万ton-CO2 711.1 834.8

航空機排出量（提供座席キロ当たり） g-CO2/ASK 89.4 90.4

地上設備・自動車（総排出量） 万ton-CO2 6.3 9.2

NOx（窒素酸化物） （航空機のLTOサイクル*での排出量） 万ton-NOx 0.57 0.66

HC（炭化水素） （航空機のLTOサイクル*での排出量） 万ton-HC 0.1 0.11

CO（一酸化炭素） （航空機のLTOサイクル*での排出量） 万ton-CO 0.52 0.61

上空投棄 燃料:航空機 総投棄量 kl 73 73

回数 回 1 1

廃棄物 廃棄物 総排出量 万ton 2.02 2.28

機内ごみ・し尿ごみ 合計 万ton 右記に含む 1.76

（地上） 全廃棄物合計 万ton 0.27 0.52

上記のデータは、2007年度におけるANAおよび連結子会社の一部（航空輸送、航空機整備、グランドハンドリング、ケータリング、車両整備、ビル管理など）の環境にかかわるもの
を集計したものです。なお、連結子会社の一部データは集計に含まれていません。  * 航空機のLanding/Take off Cycle：ICAOの定める離発着標準モデル
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航空機のCO2排出量の推移 地上エネルギー消費の推移 主要事業所でのCO2排出量
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年間エネルギー消費（原油換算）（機体への電力供給含む）

事業所別電力消費の構成比

主要事業所のエネルギー消費の推移（原油換算）

地上エネルギー消費の内訳  　5.4万原油kl
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（kl） 
 IT推進室　  運航訓練室　
 機体メンテナンスセンター

■ 電力 77%
■  冷水・温水・蒸気の供給 5%
■ ガス使用合計 2%

■ IT推進室（羽田） 15%
■ 運航訓練室 12%
■ 機体工場（羽田） 9%

■ 航空機エネルギー 98%
■ 地上エネルギー 2%

ANAグループのエネルギー総消費量は326万kl（原油換算）です。

■ 東京空港支店 8%
■ その他 56%

■ 自動車燃料合計 11%
■ 施設用燃料合計 5%

Web版追加データ
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廃棄物の排出量

n 概況

ANAグループ全体では22,800トンの排出量となりましたが、

そのうち航空機からのゴミ（トイレからの汚水、機内ゴミ）が全

体の約8割を占めます。残りは地上から出るゴミですが、産業

廃棄物の中で多くを占めているのは廃棄プラスチックで、全体

の約34%を占めています。機内ゴミ、廃棄プラスチックの削減

が、廃棄物の排出量削減を促進する上でのこれからの課題と

なります。

n 推移

2006年度より総排出量が2%（410トン）増加しました。

廃棄物の排出量の推移 ANAグループの紙の消費量
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■  一般廃棄物（航空機系）

■ OAコピー用紙 

■ 航空券 

■ カレンダー 

■ 機内誌『翼の王国』
■ 時刻表：国内線 

■ 時刻表：国際線 

■ 旅行パンフレット

紙の消費量

n 概況

ANAグループ全体で9,969トンの消費となりました。消費量

のほとんど（96%）が時刻表・パンフレット・ポスター・機内誌

など、航空会社の営業活動に使用するものです。一方、事務

所内で使用するコピー紙などは全体の4%ですが、重量にして

約380トンありました。

n 推移

時刻表の発行回数、旅行パンフレットの削減により、全体で

は2006年より12%減少しました。

廃棄物の内訳

産業廃棄物の内訳

■ 汚泥 15%
■ 廃油 7%
■ 廃酸 1%
■ 廃アルカリ 7%
■ 廃プラスチック 34%
■ 木くず 6%
■ 植物性残さ 13%
■ 金属くず 17%

■ 航空機し尿 59%
■ 機内ごみ 18%
■  一般廃棄物（地上系） 

合計 12%
■  産業廃棄物（一般+特別） 

合計 11%

Web版追加データ
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自動車保有状況

n 概況

グループ全体で、3,076台（リース車を含む）の自動車を運

行していることも環境に対する影響としては大きなものです。

このうち、8割以上が空港内制限地区のみで使用される非登

録車（主にグランドハンドリング車両）です。

n 推移

低排出ガス車の保有が135台増加しました。低排出ガス車

の保有率は約19%となりました。

集計に新規追加したANACの保有車両のうち75台が低排

出車であったことが保有率の向上に大きく貢献しました。

自動車保有台数の推移
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■  ガソリン／軽油 低排出ガス車（良、優、超） 
491台 83%

■  ガソリン／軽油 低排出ガスハイブリッド車 
12台 2%

■  LPG（プロパン） 低排出ガス車　5台 1%
■ 電気自動車　86台 14%

■ 登録車 14%
■  非登録車 86%
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グリーン購入の推進

ANAでは事務用品をはじめとする間接品の電子購買

を進め、グリーン購買の実績把握と促進に役立てていま

す。2007年度の事務用品類のグリーン購入率は85%

と、昨年より約10%向上しました。また、コピー用紙は

ほぼ全てグリーン購入としています。

事務用品類のグリーン購入率

（%） 

低排出ガス車の内訳

Web版追加データ

Web版追加データ
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2007年度 環境会計集計結果 （単位：百万円）

環境報告書コスト項目 費用額 主な活動

事業エリア内コスト 公害防止コスト 765 機材水洗の排水処理、社内厨房施設からの廃水処理

地球環境保全コスト 11,763 低燃費省エネ型航空機の導入、駐機中の地上動力利用

資源循環コスト 498 廃棄物の適正処理、廃棄物の減量・分別・リサイクル

上・下流コスト 129 グリーン購入コスト、環境物品など提供のための追加コスト、容器包装環境負荷低減など

管理活動コスト 6,802
環境マネジメントシステム関連コスト、環境情報開示・環境広告費、環境負荷監視コスト、 
環境教育コスト、事業所および周辺の緑化・美化など、その他の環境管理活動費

研究開発コスト 246
環境保全に資する製品などの研究開発、製造段階の環境負荷抑制研究開発、 
物流・販売段階の環境負荷抑制

社会活動コスト 30
事業所および周辺の緑化・美化など、環境保全団体への支援・寄付など、 
地域住民の環境活動支援・情報提供など

環境損傷対応コスト − 自然修復のためのコスト、環境保全にかかわる損害賠償など、環境損傷対応引当金繰入額・ 
保険料

合計 20,237

•  ANAグループでは、購入に伴う減価償却費またはリース費用の10%を環境会計に計上しています
•  対象部門：ANA全部門（海外支店を除く）、エアーニッポン、エアージャパン、エアーニッポンネットワーク、エアーネクスト、エアーセントラル
•  対象期間：2007年度（2007.4.1−2008.3.31）
•  その他：環境省が定めた環境会計ガイドラインに準拠

環境会計

環境保全活動に要したコストを定量的に把握するため、

2001年度から環境会計を導入しています。2002年度から

ANAの国内全部門を集計対象にするとともに、省エネ航空機の

導入、駐機中の地上固定電源使用について、エアーニッポン、

エアージャパンも集計対象としました。さらに、2004年度から

はエアーニッポンネットワークを、2005年度からはエアーネク

ストを、そして2006年度からはエアーセントラルを集計対象に

加えました。

Web版追加データ
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予期せぬ着陸による燃料投棄

2007年度のANAグループ機による燃料投棄は1件（離陸

後のエンジン不具合）でした。

燃料投棄とは？　航空機の不具合や急病人の発生により予定外の着陸をす
る場合、もし航空機重量が着陸限界を超えていれば安全のために重量を減
らす必要があります。このため、やむをえず燃料を投棄するものです。空港
などにより投棄場所や高度が指定されており、市街地域を避けて洋上など
で行われます。高々度で投棄された燃料は霧状となり拡散されるため、地
上への直接的な影響はありません。

大気汚染対策 
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燃料投棄回数と投棄量の推移

 
2007年度　エンジンからの排出ガス量（単位：千トン）

（kl） （件）

排出ガスの少ない航空機の導入

ANAグループは航空機からの有害排出ガスを減らす最も

効果的な方法として、改良型の新型エンジンを装備した最

新鋭機を積極的に導入しています。ANAグループが保有

する航空機のエンジンは、すべてICAO付属書16の排出

基準をクリアしています。

大気汚染と航空のかかわり

ANAグループの事業による大気汚染の主な原因は、航

空機からの排出ガスと、地上用車両からの排出ガスによる

ものです。航空機からの排出ガスについては、国際民間航

空機関（ICAO）の排出基準として、ICAO付属書16で、

航空機の離着陸を模擬したLTOサイクルでエンジンを運転

した際に排出されるNOx（窒素酸化物）、HC（炭化水素）、

CO（一酸化炭素）、SN（煙濃度）の単位推力当たりの排出

ガス量を規制しています。国内の航空法にも同内容が、「航

空機の発動機の排出物基準」として航空法施行規則の附

属書第3に定められています。

ANAグループ ANA単体

NOx（窒素酸化物） 6.6 5.7

HC（炭化水素） 1.1 1.0

CO（一酸化炭素） 6.1 5.2

着陸時の高度3,000フィートから、離陸上昇時の高度3,000フィートまでを離着
陸サイクルとして、エンジンをこの条件で運転し、各排出量を計測するものです。
エンジンテストは下表の出力状態および作動時間が条件となっています。

出力状態（%） 作動時間（分）

離陸 100 0.7

上昇 85 2.2

降下 30 4.0

地上走行 7 26.0

地上走行 

離陸 

3,000フィート
上昇

 

降下 

ICAO離着陸サイクル

Web版のみ掲載
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PRTR（環境汚染化学物質排出・移動登録）法への対応

ANAでは当該物質の正確な把握と確実な法定届出を行

うよう、購入品目と数量、成分および出庫量を関連づけて

データベース化し、一元的に管理しています。また、グ

ループ会社での情報全体も集約できるように、組織連携を

強化してきました。2007年度のANAグループ使用実績

は、種類で35物質、取り扱い総量*では32,188 Kgで、

昨年度より約50%増加しました。これは、グループ企業の

機体塗装時におけるペイント剥離剤、メッキ作業時におけ

る洗浄剤使用の増加によるものです。
* 排出量と移動量の合計

今後も、環境への負荷を考慮した適切な作業の実施はも

とより、指定有害物質を含まない代替材料や技術の研究な

ど、改善を進めます。

 

化学物質の使用削減  

〈2007年度ANAグループで使用した主な第一種指定化学物質〉

多い順 指定化学物質 用途（含有品目） CAS No. 改善／その他

1 トリクロロ 
エチレン

メッキ前の蒸気
洗浄に用いる 
溶剤

79-01-6
蒸気の拡散を防ぎ、
溶液を回収する方法
で削減中

2 ジクロロメタン ペイント剥離剤 75-09-2
大部分を非塩素系の
剥離材（E-1092T）
で代替中

3
無水クロム酸 

（三酸化クロム）
メッキ材料 

（クロム） 1333-82-0

クロムを使用しない
溶射方式による 
メッキ方法の導入を
検討中

4 トルエン ペイントなどの 
希釈剤 108-88-3 揮発成分の少ない塗

料を選定している

5 トリプチルホス 
フェート 飛行機の作動油 126-73-8

6 フェノール ペイント剥離剤 108-95-2

7
ポリノニフェニル
エーテル 洗浄剤 9016-45-9 取扱量は1トン以下

8 キシレン ペイントなどの
希釈剤 1330-20-7 同上

9
ポリオクチルフェ
ニルエーテル 洗浄剤 9036-19-5 同上

10
セロソルブアセ
テート ペイント含有剤 111-15-9 同上

航空機の水洗と排水処理

羽田空港、成田空港では、夜間に航空機の水洗を実施し

ています。2007年度のANAグループの水洗使用水量と

実施回数は、機材数の増加に伴い増加しました。作業後の

水は、空港内の排水処理施設にて適正に処理した後、排水

しています。

防・除雪氷剤の使用削減

航空機は安全のために、翼や動翼、胴体などに雪氷が付

着したままでは離陸できません。お湯または圧縮空気で除

雪し、続いて防氷剤を塗布してから出発します。ANAグ

ループは1996年以降、PRTR法適用外のプロピレングリ

コールに全面転換し、かつ使用量を減らすための機材開発

と作業改善に努めています。

2007年度は、羽田、成田、関西など主要空港での大型機

の除雪作業が大幅に増加したため、使用量が増加しました。
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ANAグループの水洗使用水量と実施回数

（千トン） （回）
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防雪・防氷の実施回数と防・除雪材の使用量

■ 使用量  実施回数 
（回）
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就航都市

 

ニューヨーク

ワシントンD.C.

シカゴ

サンフランシスコ

ロサンゼルス

アンカレッジ

ホノルル

グアム

成田
羽田

中部
関西ソウル（金浦）

ソウル（仁川）

瀋陽

大連北京
天津
青島

上海（浦東）上海（虹橋）
杭州

厦門
台北

広州
香港

ムンバイ

バンコク

ホーチミンシティ

シンガポール

稚内
利尻

旭川
札幌（丘珠） 

釧路

女満別

オホーツク紋別

根室中標津

札幌（千歳）

函館

大館能代
秋田

庄内
仙台

新潟能登 福島

富山
小松

名古屋
（中部）

東京
（羽田） 成田

大島
三宅島

八丈島

大阪
（伊丹）

大阪
（関西）

鳥取

神戸

徳島

米子

岡山

高松

高知

広島

松山

萩・石見

山口宇部

北九州

大分

福岡

佐賀

熊本

宮崎

対馬

長崎

鹿児島

五島福江

沖縄
（那覇）

宮古石垣

ロンドン
フランクフルト

パリ

国際線ネットワーク （2008年6月現在）

【旅客】
路線：39路線
便数：626便／週
（グループ運航便のみ、羽田発着チャーター便含まず）

【貨物】
路線：18路線
便数：104便／週

ANAグループ便就航都市

国内線ネットワーク （2008年6月現在）

【貨物】
路線：4路線
便数：10便／日

【旅客】
路線：124路線
便数：910便／日

ANAグループ便就航都市
IBEXエアラインズ、北海道国際航空（エア・ドゥ）、 
スカイネットアジア航空、スターフライヤーとのコードシェア便を含む
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会社概要

会社名 全日本空輸株式会社
代表者 代表取締役社長　山元 峯生
設立 1952年12月27日
本社所在地 東京都港区東新橋1-5-2 

 汐留シティセンター
ホームページ http://www.ana.co.jp

資本金 160,001百万円
従業員数 31,345人（ANAグループ）

外部からの評価／会社概要

航空運送事業収入 75.9%

■ 国内線旅客事業収入 43.1%

■ 国際線旅客事業収入 18.2%

■  貨物郵便事業収入 6.7%

■ その他航空運送 
 事業収入 7.9%

■ 旅行事業収入 12.6%

■ その他の事業収入 11.6%

■ 金融機関 25.08%

■ 証券会社 0.46%

■ その他法人 21.50%

■  外国法人等 8.47%

■ 個人その他 44.43%

■ 政府・
　 地方公共団体 0.06%

社会的責任投資への組み入れ状況

ANAは、環境保全に向けた積極的な行動、ステークホルダーとの建設的な関係構築、人
権擁護に対する取り組み、贈収賄防止に対する取り組みといった社会的責任に関する
FTSE4Good Index*の基準を満たした企業として、FTSE4Good Indexの対象銘柄に継
続して採用されています。あわせて、Storebrand社のBest in Class、モーニングスター
社会的責任投資株価指数（MS-SRＩ）などの主要な指標に採用されています。

*  FTSE4Good Index：国際的な社会的責任投資（SRI: Socially Responsible Investment）の2大指標の一つ。
FTSE社（英国Financial Times社とロンドン証券取引所の合弁会社）が世界中の企業を対象にして行う、業績・
財務面を超えた企業のパフォーマンスを評価する指標。

使用機数一覧

2008年7月31日現在 合計

ボーイング747-400 16

ボーイング777-300 20

ボーイング777-200 23

ボーイング767-300 60

ボーイング737-800 2

ボーイング737-700 18

ボーイング737-500 24

エアバスA320-200 31

ボンバルディアDHC-8-400 14

ボンバルディアDHC-8-300 5

フォッカーF-50 3

合計 216
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■ 自己資本　  自己資本比率

■ 営業利益　  営業利益率

■ 当期純利益　  当期純利益率
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